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Libvirt for LDoms 1.0.1 リリース
ノート

本書には、今回のリリースの Libvirt for LDoms 1.0.1 ソフトウェアに関するサポート
情報と一般的な問題が掲載されています。

サポート情報

コミュニティーでのディスカッションとサポート

このソフトウェアのダウンロードが正常に終了したら、このコミュニティーでのディ
スカッションに参加して、コミュニティーベースのサポート情報を入手してくださ
い。コミュニティーベースのサポート情報を入手するには、次の URL の 
OpenSolaris™ コミュニティーサイト「Logical Domains」にアクセスします。

http://opensolaris.org/os/community/ldoms/

LDoms のゲストドメインでサポートされる OS
Logical Domains ソフトウェアでは、sun4v プラットフォームと、ハイパーバイザに
よって提供される仮想デバイスを認識するオペレーティングシステムがゲストドメイ
ンで動作している必要があります。現在は、パッチを適用済みの Solaris 10 11/06 以
上の OS である必要があります。詳細は、『Logical Domains (LDoms) 1.0.1 リリー
スノート』を参照してください。
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virt-install スクリプトについては、Solaris OS のインストールのみがサポート
されており、テスト済みです。LDoms ゲストドメインでは、最新の Ubuntu Linux 
ディストリビューションを実行する場合があります。ただし、virt-install スク
リプトを使用した Linux のインストールはテストされていません。

LDoms ソフトウェアは準仮想化のみをサポート

Sun の仮想化と管理の積集合である xVM テクノロジは、2 つのレベルの仮想化をサ
ポートしています。1 つめのレベルは準仮想化で、オペレーティングシステムは 
xVM ソフトウェアの下で動作していることを認識しています。2 つめのレベルは完
全仮想化で、ゲストオペレーティングシステムは xVM ソフトウェアの下で動作して
いることを認識していません。

xVM ソフトウェアとは異なり、LDoms ソフトウェアは準仮想化モードでのみ動作し
ます。このため、virt-install スクリプトに対して -p (--paravirt) オプション
を指定しなくても、LDoms のゲストは準仮想化されます。

一般的な問題

virsh および virt-install を実行するには
スーパーユーザーでなければならない

仮想シェル (virsh) コマンドおよび virt-install スクリプトを実行するには、
スーパーユーザーの権限が必要です。

メモリー不足エラー

virsh(1M) setmem コマンドを使用してドメインのメモリー割り当てを変更する場
合は、メモリー容量に 4000K バイトより大きい値を指定してください。4000K バイ
トより大きい値を指定しないと、次のメッセージが表示されます。

回復方法: メモリーを 4000K バイトより大きい値に増やしてください。

libvir: Domain error domain: invalid argument in virDomainSetMemory
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MAC アドレスの書式

virt-install スクリプトに対して -m (--mac) オプションを使用すると、ゲストド
メインの仮想ネットワークデバイスに固定の MAC アドレスを指定できます。MAC 
アドレスは、次のような書式で指定してください。

00:14:4F:FC:00:00

MAC アドレスを次の書式で指定すると、無効な MAC アドレスのエラーが生成され
ます。

00-14-4F-FC-00-00

Logical Domains ソフトウェアでの MAC アドレスの使用方法については、『Logical 
Domains (LDoms) 1.0.1 管理ガイド』を参照してください。

libxml2.py ファイルでのインデント設定エラー

virt-install スクリプトで使用される libxml2.py ファイルによって、次のイン
デント設定エラーが表示される場合があります。

インデント設定エラーが表示された場合は、次のファイルの 215 行めで、タブではな
くスペースを使用するように編集してください。

/usr/lib/python2.4/vendor-packages/libxml2.py

libxml2.py ファイルは、virt-install コードの一部ではありません。

# virt-install --connect=ldoms:///default
Traceback (most recent call last):
File "/usr/sbin/virt-install", line 24, in ?
import libxml2

File "/usr/lib/python2.4/vendor-packages/libxml2.py", line 215
pass

^
TabError: inconsistent use of tabs and spaces in indentation
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